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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
村
民
の
皆
様
方
、

ま
た
村
に
と
り
ま
し
て
よ
り
良
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
日
本
の
政
治
史
に
残
る

歴
史
的
な
政
権
交
代
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
」「
官
僚
主
導
か
ら
政
治
主
導

へ
」「
地
域
主
権
」
な
ど
を
掲
げ

た
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
つ
く
ら
れ

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
行
政
刷
新

会
議
に
お
け
る
事
業
仕
分
け
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
予
算
の
編
成
過
程

を
公
開
の
場
で
行
う
こ
と
の
斬
新

さ
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
関

心
を
引
き
つ
け
ま
し
た
が
、
短
時

間
で
結
論
を
出
す
こ
と
へ
の
不
安

も
覚
え
ま
し
た
。
村
に
関
す
る
予

算
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

22
年
度
の
予
算
の
動
向
に
目
が
離

せ
な
い
状
況
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
私
の
初
め
て
の

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
行
財

政
の
ス
リ
ム
化
や
質
的
向
上
、
Ｐ

戸梶　眞幸
（日高村長）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
様

方
に
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
を
い
た
し

ま
す
。

　

平
成
22
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
議
会
を
代
表
し
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
会
の
総
選
挙
が

８
月
30
日
に
実
施
さ
れ
、
自
民

党
・
公
明
党
の
連
立
政
権
か
ら

民
主
党
・
国
民
新
党
・
社
民
党

の
連
立
政
権
へ
と
政
権
交
代
が

あ
り
、
今
ま
で
の
政
策
か
ら
民

主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

て
い
る
政
策
へ
と
随
分
と
代
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
、
財
務
省
が
発
表

し
た
国
の
２
０
１
０
年
度
予
算

の
概
算
要
求
額
（
一
般
会
計
総

額
）
９
５
兆
３
８
１
億
円
の
中

か
ら
、
不
要
不
急
な
事
業
や
過

大
な
予
算
要
求
を
洗
い
出
す
行

政
刷
新
会
議
が
行
な
わ
れ
、
事

業
の
廃
止
や
予
算
計
上
の
先
送

戸梶　昭澄
（日高村議会議長）

（
計
画
）
Ｄ
（
実
行
）
Ｃ
（
検
証
）

Ａ
（
改
善
）
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
継

続
的
な
業
務
改
善
な
ど
の
方
針
の

も
と
、
５
つ
の
重
点
目
標
を
立
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

ず
30
年
以
内
に
50
％
の
確
率
で

起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
南
海

地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
自
主
防

災
組
織
の
結
成
促
進
や
資
機
材
の

配
備
、
住
宅
の
耐
震
化
へ
の
取
り

組
み
、
ま
た
年
度
途
中
で
国
の
景

気
対
策
と
し
て
公
共
投
資
の
交
付

金
の
活
用
に
よ
り
、
全
戸
へ
の
光

ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
が
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
の
活
用
に

よ
り
災
害
時
の
村
民
へ
の
一
斉
通

報
や
情
報
収
集
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
能
津
小
学
校
の
耐
震
化
や
大

規
模
修
繕
、
日
高
中
学
校
も
村
民

の
方
々
の
熱
意
に
よ
り
ま
し
て
、

改
築
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
平

成
23
年
半
ば
に
は
校
舎
が
完
成

す
る
予
定
で
す
。
地
域
振
興
の
た

め
の
も
へ
い
商
品
券
も
あ
っ
と
い

う
間
に
完
売
し
有
効
に
活
用
さ
れ

ま
し
た
。
国
道
33
号
日
下
橋
改
良

工
事
も
改
良
方
針
が
決
ま
り
、
12

月
に
地
権
者
に
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

本
年
は
実
質
公
債
比
率
な
ど
の

財
政
健
全
化
比
率
は
好
転
し
て
い

る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
高
い
数

値
を
示
し
て
お
り
、
更
な
る
行
財

政
の
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
村
が

抱
え
ま
す
課
題
の
解
決
へ
向
け
て

の
取
り
組
み
も
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
昨
年
に

引
き
続
き
、
南
海
地
震
対
策
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、

住
民
力
の
集
結
や
共
助
・
協
働

に
よ
る
村
づ
く
り
、
健
全
財
政
の

定
着
化
、
地
域
雇
用
の
促
進
の
５

つ
の
予
算
編
成
方
針
を
立
て
平
成

22
年
度
当
初
予
算
に
望
ん
で
い
ま

す
。

　

本
年
も
村
民
の
皆
様
に
は
何

か
と
ご
不
便
を
お
掛
け
致
し
ま

す
が
、
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
年
始
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

り
、
予
算
削
減
等
が
行
わ
れ
、

地
方
の
命
の
道
で
あ
る
地
方
道

路
整
備
費
削
減
な
ど
が
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
は

じ
め
、
地
方
は
公
共
事
業
や
国

の
補
助
金
に
も
頼
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
地
方
の
景
気
に

も
係
わ
る
大
き
な
問
題
で
も
あ

り
、
都
会
中
心
の
考
え
方
だ
け

で
な
く
、
地
方
の
お
か
れ
た
緊

急
時
の
避
難
体
制
や
、
今
後
の

高
齢
化
に
向
け
た
救
急
医
療
で

の
体
制
な
ど
、
地
方
の
実
情
を

ふ
ま
え
た
議
論
も
願
い
た
い
も

の
で
す
。

　

昨
年
は
、
４
月
に
メ
キ
シ
コ

で
の
流
行
が
認
知
さ
れ
た
後
、

世
界
的
に
流
行
し
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
な
ど

で
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
、
世
界
的
流
行
病
で
あ
る
と

宣
言
し
、
警
戒
水
準
を
フ
ェ
ー

ズ
６
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
世
界

は
も
と
よ
り
国
内
で
も
大
変
心

配
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
老

齢
者
の
一
部
に
は
免
疫
が
あ

り
、
過
去
に
流
行
し
た
可
能
性

が
あ
る
な
ど
、
致
死
率
は
季
節

性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
で

あ
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ワ
ク
チ
ン
も
製
造
さ
れ
、

現
在
子
ど
も
や
特
定
疾
患
の
方

か
ら
順
次
接
種
が
さ
れ
て
お
り

一
安
心
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
み
な
さ
ま
方
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
12
月
、
教
育
長
に
再

任
さ
れ
、
二
期
目
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

で
き
る
限
り
教
育
現
場
に
足
を

踏
み
入
れ
、
現
場
の
声
を
教
育
行

政
に
活
か
す
こ
と
を
目
標
に
、
取

り
組
ん
で
き
た
一
期
目
で
し
た

が
、
成
果
を
あ
げ
る
と
い
う
よ
り

も
、
い
く
つ
か
の
教
育
課
題
を
残

し
た
一
期
目
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
日
高
中
学
校
の
施

設
整
備
は
、
早
急
に
解
決
を
要
す

る
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
昨
年

10
月
に
「
日
高
中
学
校
建
築
推
進

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、

校
舎
・
体
育
館
の
移
転
改
築
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
計
画
で
は
、
平
成
23

年
度
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
、
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を

送
れ
る
新
校
舎
が
完
成
す
る
予
定

で
す
。

金子　真也
（日高村教育長）

や
は
り
村
民
の
皆
様
に
は
、
日

頃
の
健
康
管
理
に
は
十
分
気
を

つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

の
10
月
末
現
在
、
工
事
進
捗
率

51
パ
ー
セ
ン
ト
で
平
成
23
年
10

月
操
業
に
向
け
着
々
と
進
ん
で

い
る
よ
う
で
、
村
の
振
興
策
も

昨
年
は
、
能
津
小
学
校
体
育
館

の
耐
震
化
補
強
工
事
・
プ
ー
ル

改
修
工
事
、
柱
谷
南
線
の
工
事

着
手
な
ど
計
画
通
り
進
ん
で
い

ま
す
。

　

昨
年
は
幸
い
に
も
浸
水
被
害

が
な
か
っ
た
で
す
が
、
沖
名
調

整
池
の
掘
削
も
、
本
年
度
５
月

に
は
掘
削
が
完
了
し
、
23
年
当

初
に
は
供
用
開
始
と
な
り
洪
水

調
整
に
効
果
を
発
揮
さ
れ
る
こ

と
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

い
ま
村
で
は
、
30
年
以
内

に
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
南
海
地
震
や
各
種
災
害
の
際

に
各
家
庭
と
の
連
絡
が
で
き
る

光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
防
災
行
政

無
線
の
設
置
に
向
け
た
取
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
光
フ
ァ
イ

バ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
出
来
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域
解
消
の

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
も
各
自
治
会
で
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
議
会
と
致

し
ま
し
て
も
財
政
が
厳
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の

皆
様
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
村
政
運
営
を
目
指
し
、
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
員
一
丸
と

な
っ
て
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご

期
待
に
応
え
る
べ
く
決
意
を
新

た
に
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
も
温
か
い
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆

様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

二
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
う
し
た
教
育
課
題
解
決
に
一
つ

ず
つ
取
り
組
み
、
よ
り
良
い
日
高

の
教
育
実
現
の
た
め
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
深
夜
遅
く
ま
で
起
き
て

い
た
り
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い

子
ど
も
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
養
い
、
愛
情
を
持
っ
て
見
守

り
育
て
る
、
家
庭
本
来
の
姿
が
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
育
ん
で
き
た
、
地
域
固
有

の
教
育
力
も
、
少
子
・
高
齢
化
や

核
家
族
化
、情
報
化
が
進
む
中
で
、

ど
ん
ど
ん
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
家
庭
で
し

つ
け
」「
学
校
で
学
び
」「
地
域
で

育
て
る
」
と
い
う
教
育
本
来
の
形

が
く
ず
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

を
学
校
に
過
度
に
依
存
し
、
学
校

の
守
備
範
囲
が
広
が
り
す
ぎ
て
い

る
こ
と
が
、
多
く
の
教
育
課
題
を

生
み
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
日
高
村
で
は
、

こ
れ
ま
で
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
推
進
委
員
会
」
へ
の
地
域
住
民

の
参
加
や
家
庭
に
対
す
る
学
校
評

価
の
実
施
、
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
実
施
、「
教
師
と
地
域
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
開
催
等
に
よ

り
、
学
校
教
育
へ
の
家
庭
や
地
域

の
意
識
が
徐
々
に
変
化
し
、
学
校

や
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
団
体
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る

み
で
学
校
を
支
援
す
る
、
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
も
昨
年
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
「
地
域
の
中
の
学
校
と

い
う
意
識
づ
く
り
」、「
地
域
で
学

校
を
育
て
る
風
土
づ
く
り
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
学
校
を
拠
点
と
し

た
、
地
域
ぐ
る
み
教
育
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
よ
り
連
携
を
図
り

な
が
ら
、「
た
く
ま
し
く
心
豊
か

な
人
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
た
教
育

施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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◆
日
高
村
役
場

村　
　
　

長 

戸
梶　

眞
幸

副　

村　

長 

谷
本　

勲　

教　

育　

長 

金
子　

真
也

総
務
課
長 

片
岡　

信
次

　
　
　
　
　

補
佐 　

藤
田　

浩　

会
計
管
理
者 
井
上　

健
一

健
康
福
祉
課
長 
川
村　

正
仁

　
　
　
　
　

補
佐 　

中
岡　

静
香

 

岡
本　

敏
子

住
民
課
長 

坂
東　

隆
一

　
　
　
　
　

補
佐 　

大
川
内
慎
治

建
設
課
長 

杉
本　

勇　

　
　
　
　
　

補
佐 　

森
下　

輝
夫

産
業
環
境
課
長 

中
村　

幸
廣

　
　
　
　
　

補
佐 　

森
下　

純
男

東
部
西
部
福
祉
館
長

東
部
児
童
館
長（
兼
） 

山
中　

鶴
幸

議
会
事
務
局
長 

山
本　

秀
昭

教
育
次
長 

戸
梶
正
一
郎

 

他　
　

職
員
一
同

◆
日
高
村
議
会

議　
　
　

長 

戸
梶　

昭
澄

副　

議　

長 

横
山　

泰
昌

◆
総
務
常
任
委
員
会

委　

員　

長 

尾
﨑　

政
廣

副
委
員
長 

岡
本　

光
男

委　
　
　

員 

正
岡　

明　

 

戸
梶　

昭
澄　
　

横
山　

泰
昌

◆
経
済
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

委　

員　

長 

西
森　

和　

副
委
員
長 

森
下　

芳
文

委　
　
　

員 

野
村　

重
夫

 

壬
生　

豊
秀　
　

西
川　

瀧
子

◆
議
会
運
営
委
員
会

委　

員　

長 

壬
生　

豊
秀

副
委
員
長 

森
下　

芳
文

委　
　
　

員 

正
岡　

明　

 

西
川　

瀧
子　
　

横
山　

泰
昌

◆
公
害
対
策
特
別
委
員
会

委　

員　

長 

西
川　

瀧
子

副
委
員
長 

壬
生　

豊
秀

委　
　
　

員 

西
森　

和　

 

野
村　

重
夫　
　

森
下　

芳
文

◆
議
会
広
報
発
行
調
査
特
別
委
員
会

委　

員　

長 

正
岡　

明　

副
委
員
長 

岡
本　

光
男

委　
　
　

員 

壬
生　

豊
秀

 

横
山　

泰
昌　
　

森
下　

芳
文

◆
日
高
村
振
興
対
策
特
別
委
員
会

委　

員　

長 
岡
本　

光
男

副
委
員
長 
尾
﨑　

政
廣

委　
　
　

員 

西
森　

和　
 

壬
生　

豊
秀　
　

森
下　

芳
文

◆
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長 

中
村　

宏
一

職
務
代
理 

西
川　

康
夫

委　
　
　

員 

野
村　

芳
夫

 

森
岡　

正
男

◆
監
査
委
員

 

片
岡　

和
幸　
　

野
村　

重
夫

◆
農
業
委
員
会

会　
　
　

長 

中
山　

健
彦

職
務
代
理 

鎮
西　

武　

委　
　
　

員 

中
村　

正
信

 

森
下　

武
英　
　

門
田　

照
宜

 

川
瀬　

健　
　
　

中
山　

眞
一

 

森
下　

清
徳　
　

戸
梶　

忠
俊

 

富
田
三
男
子　
　

岡
本　

光
男

 

尾
﨑　

政
廣　
　

隅
田　

寶
造

 

矢
野　

忠
孝　
　
　
　
　
　
　

◆
高
知
県
森
と
緑
の
会

　

日
高
村
支
部
協
議
会

支　

部　

長 

戸
梶　

眞
幸

副
支
部
長 

西
川　

康
夫

監　
　
　

事 

戸
梶　

哲
男

委　
　
　

員 

戸
梶　

昭
澄

 

森　
　

泉　
　
　

畠
山　

茂
治

 

矢
野　

忠
茂　
　
　
　
　
　
　

◆
日
下
加
茂
土
地
改
良
区

理　

事　

長 

矢
野　

忠
孝

副
理
事
長 

坂
本　

敏　

理　
　
　

事 

森
下　

武
英

 

森
本　

国
治　
　

鎮
西　

靖　

 

門
田　

照
宜　
　

柏
井　

建
雄

 

野
村　

富
重　
　

北
添　

貴
雄

 

正
岡　

照
善　
　

中
山　

紀
彦

（
事
務
局
長
兼
務
）

監　
　
　

事 

北
添　

安　

 

西
森　

正
治

◆
日
高
村
表
彰
審
査
委
員
会

委　
　
　

員 

戸
梶　

昭
澄

 

尾
﨑　

政
廣　
　

吉
村　

武
士

 

坂
東　

昇　
　
　

下
元
恵
美
子

 

森
下　

有
策　
　

松
岡　

秀
直

 

森
下　

雅
夫　
　

田
中
登
茂
久

 

戸
梶　

哲
男　
　

矢
野　

忠
孝

 

横
山　

泰
昌　
　

中
山　

健
彦

 

濱
田　

征
幸　
　

野
村　

隆
良

 

濱
田　

善
久　
　

森
下　

順
子

◆
土
地
開
発
公
社

理　

事　

長 

谷
本　

勲　

副
理
事
長 

尾
﨑　

政
廣

理　
　
　

事 

片
岡　

信
次

 

坂
東　

隆
一　
　

杉
本　

勇　

 

西
森　

和　
　
　

岡
本　

光
男

 

川
村　

正
仁　
　
　
　
　
　
　

監　
　
　

事 

中
村　

幸
廣

 

壬
生　

豊
秀　
　

横
山　

泰
昌

事
務
局
長 

戸
梶　

和
夫

◆
日
高
村
消
防
団

団　
　
　

長 

濱
田　

征
幸

副　

団　

長 

矢
野　

孝
明

 

藤
岡　

利
幸

中
央
分
団
長 

澁
谷　

強　

下
分
分
団
長 

安
岡　

吉
和

本
郷
分
団
長 

坂
本　

正
計

沖
名
分
団
長 

畠
山　

成
志

岩
目
地
分
団
長 

川
瀬　

康　

東
部
分
団
長 

西
川　

賢
生

西
部
分
団
長 

大
川　

孝
行

◆
仁
淀
消
防
組
合
日
高
分
署

分
署
長 

大
川　

俊
彦

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員

会　
　
　

長 

田
中
登
茂
久

副　

会　

長 

澁
谷　

孝
一

 

大
﨑　

江
美

委　
　
　

員 

森
下　

悦
子

 

野
口　

功　
　
　

谷
岡　

秀
雄

 

川　
　

富
雄　
　

松
岡　

弘
城

 

谷
本
二
三
男　
　

横
山　

明
男

 

筒
井
リ
ツ
子　
　

大
川　

愛
子

 

西
川
美
代
子　
　

山
中　

明
子

 
森
下　

裕
子　
　

鎮
西　

幹　

 
野
村　

隆
良　
　

澁
谷　

剛
志

 

川
瀬　

卿
宥　
　

戸
梶
美
代
子

主
任
児
童
委
員

 

西
森　

睦
子　
　

大
藤　

敏
子

◆
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委　

員　

長 

西
川　

瀧
子

委　
　
　

員 

野
村　

重
夫

 

壬
生　

豊
秀　
　

森
下　

芳
文

 

松
本　

和
博　
　

浜
田　

卓
也

 

堀
岡　

広
稔　
　

大
川　

啓
司

 

戸
梶　

昭
澄　
　

野
村　

守
佑

 

吉
田　

知
弘　
　
　
　
　
　
　

◆
福
祉
館
運
営
審
議
会

委　

員　

長 

谷
口　

秀
司

副
委
員
長 

谷
岡　

昇　

委　
　
　

員 

西
森　

和　

 

尾
﨑　

政
廣　
　

谷
本　

良
彦

 

谷
脇
恵
美
子　
　

金
子　

真
也

 

片
岡　

信
次　
　

河
村　

孝
重

 

林　
　

好
和　
　

秋
本　

年
晴

 

吉
井　

稔　
　
　
　
　
　
　
　

◆
東
部
児
童
館
運
営
審
議
会

会　
　
　

長 

尾
﨑　

政
廣

委　
　
　

員 

齊
藤　

博
人

 

和
田　

貴
子　
　

秋
本　

孝
光

 

須
藤　

静　
　
　

谷
岡　

秀
雄

 

川　
　

富
雄　
　

寺
尾　

豊　

 

目
代　

雄
一　
　

森　
　

健
一

◆
戦
没
者
遺
族
相
談
員

 

森
下　

幸
恵

◆
身
体
障
害
者
相
談
員

 

森
下　

雅
夫

◆
知
的
障
害
者
相
談
員

 

松
澤　

清
香

◆
人
権
擁
護
委
員 

大
﨑　

逸
夫

 

澁
谷　

和
枝　
　

岡
川　

絹
江
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◆
保
護
司

 
大
川　

俊
彦　
　

前
田　

拓
藏

 
森
下　

雅
夫　
　

鎮
西　

徹
於

 

戸
梶　

文
夫　
　

中
山　

寛　

 

坂
東　

親
憲　
　
　
　
　
　
　

◆
行
政
相
談
員 

中
村　

宏
一

◆
教
育
委
員
会

委　

員　

長 
吉
村　

武
士

委
員
長
代
理 

松
澤　

靖
明

委　
　
　

員 

中
山　

綾
子

 

鎮
西　

範
於

教　

育　

長 

金
子　

真
也

◆
学
校

日
下
小
学
校
長 

目
代　

雄
一

能
津
小
学
校
長 

和
田　

吉
弘

加
茂
小
学
校
長 

片
山　

正
仁

日
高
中
学
校
長 

森　
　

健
一

加
茂
中
学
校
長 

柴
岡　

和
生

◆
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー

所　
　
　

長 

金
子　

真
也

補
導
専
門
職
員 

川
瀬　

英
子

◆
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

委　

員　

長 

森　
　

健
一

副
委
員
長 

片
山　

正
仁

委　
　
　

員 

目
代　

雄
一

 

和
田　

吉
弘　
　

柴
岡　

和
生

 

古
味　

孝
嗣　
　

戸
梶　

昭
澄

 

尾
﨑　

政
廣　
　

森
下　

雅
夫

 

鎮
西　

徹
於　
　

田
中
登
茂
久

 

松
岡　

一
宏　
　

矢
野　

政
彦

 

宮
本　

実
紀　
　
　
　
　
　
　

◆
日
高
村
自
治
会
長
会

会　
　
　

長 

野
村　

隆
良

副　

会　

長 

戸
梶　

哲
男

◆
文
化
財
保
護
審
議
会

会　
　
　

長 

畠
山　

廣
路

副　

会　

長 

澁
谷　

良
雄

委　
　
　

員 

三
宮　

孝
馬

 

吉
田　

知
弘　
　

正
岡　

澄
雄

 

壬
生　

義
富　
　

片
岡　

久
尚

 

前
田　

拓
藏　
　

林　
　

實　

 

尾
崎　

誠
一　
　
　
　
　
　
　

◆
教
育
相
談
所

所　
　
　

長 

金
子　

真
也

相　

談　

員 

西　
　

紘
幸

◆
日
下
公
民
館

館　
　
　

長 

濱
田　

善
久

主　
　
　

事 

前
田　

修
平

運
営
審
議
会
委
員

 

澁
谷　

和
枝　
　

中
山　

三
二

 

矢
野　

靖　
　
　

黒
岩　

強
志

◆
加
茂
公
民
館

館　
　
　

長 

坂
東　

昇　

主　
　
　

事 

坂
東　

洋
子

運
営
審
議
会
委
員

 

鎌
倉　

勝
三　
　

山
岡　

弘
子

 

小
島　

静
江　
　
　
　
　
　
　

◆
能
津
公
民
館

館　
　
　

長 

下
元
恵
美
子

主　
　
　

事 

西　
　

昌
代

運
営
審
議
会
委
員

 

壬
生　

米
昭　
　

大
川　

啓
司

 

西
川
美
代
子　
　

畠
山　

俊
輔

◆
社
会
教
育
委
員

 

矢
野　

忠
茂　
　

山
中　

文
雄

 

森
岡
ま
ゆ
み　
　

楠
瀬
八
重
喜

 

森
下　

好
孝　
　

下
元
誠
一
郎

 

中
野　

圭
子　
　
　
　
　
　
　

◆
日
高
村
体
育
会
役
員

会　
　
　

長 

武
山　

亮
子

副　

会　

長 

森
下　

隆　

書　
　
　

記 

前
田　

修
平

 

戸
梶
正
一
郎

会　
　
　

計 

戸
梶
正
一
郎

監　
　
　

事 

中
岡　

静
香

理　

事　

長 

谷
口　

秀
司

理　
　
　

事 

武
山　

亮
子

 

藤
原　

茂　
　
　

岩
本　

忠
男

 

森
下　

隆　
　
　

野
川　

英
一

 

松
岡　

慎
治　
　

川
村　

万
貴

◆
体
育
指
導
員

 

藤
原　

孝
彦　
　

谷
口　

秀
司

 

馬
場　

博
之　
　

岡
上　

正
弘

 

青
木　

勇　
　
　

森
下　

隆　

 

井
上　

安
恵　
　

鞆　
　

千
尋

 

松
岡　

慎
治　
　

川
村　

万
貴

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

委　

員　

長 

大
川　

啓
司

委　
　
　

員 

川
瀬　

勲　

 

山
下　

喬
司

◆
女
性
の
会
役
員

会　
　
　

長 

森
下　

順
子

副　

会　

長 

大
﨑　

江
美

 

西
川
美
代
子　
　

森
下　

桂
子

事
務
局
長 
尾
﨑
恵
美
子

◆ 

日
高
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク

推
進
協
議
会

会　
　
　

長 

中
野　

益
隆

副　

会　

長 

田
中　

允
泰

 

濱
田　

征
幸

他
役
員
一
同

◆
広
報
編
集
委
員
会

委　

員　

長 

岡
林　

哲
男

委　
　
　

員 

片
岡　

三
知

 

畠
山　

茂
治　
　

堀
内　

義
史

 

森　

健
一　
　
　

目
代　

雄
一

 

和
田　

吉
弘　
　

中
野　

恭　

 

岩
本　

初
美　
　

浜
田　

郁
子

◆
交
通
安
全
指
導
員

支　

部　

長 

森
下　

好
孝

 

山
下　

忠
一　
　

畑
山　

博
信

 

青
木　

勇　
　
　

和
田　

明
美

◆
交
通
安
全
協
会
日
高
支
部

分　

会　

長 

中
山　

健
彦

副
分
会
長 

松
岡
弘
二
郎

 

藤
田　

浩　
　
　

佐
竹　

治
喜

 

大
橋　

修　
　
　

中
野　

薫　

 

田
中　

覚　
　
　

秋
本　

年
晴

 

大
藤　

長
男　
　

中
野　

章
惠

 

谷
岡　

秀
雄　
　
　
　
　
　
　

◆
交
通
安
全
母
の
会

会　
　
　

長 

片
田　

教
子

副　

会　

長 

中
野
絵
里
子

 

大
﨑　

江
美

会　
　
　

計 

和
田　

明
美

監　
　
　

事 

門
田　

三
恵

 

中
山　

京
子

◆
図
書
館
協
議
会
委
員

 

目
代　

雄
一　
　

戸
梶
真
由
美

 

濱
田　

善
久　
　

畠
山　

千
恵

 

鎮
西　

早
苗　
　
　
　
　
　
　

◆
日
高
の
川
を
美
し
く
す
る
会

会　
　
　

長 

吉
岡　

幸
造

副　

会　

長 

柏
井　

建
雄

 

横
山　

泰
昌　
　

西
川　

康
夫

 

濱
田　

征
幸

 

他
役
員
一
同

◆
日
高
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

会　
　
　

長 

山
本　

幸
子

副　

会　

長 

大
﨑　

江
美

 

山
岡　

弘
子

 

他
役
員
一
同

◆
日
高
村
献
血
推
進
会

会　
　
　

長 

藤
原　

利
彦

副　

会　

長 

矢
野　

忠
茂

 

他
役
員
一
同

◆
村
営
住
宅
払
い
下
げ
等
検
討
委
員
会

委　

員　

長 

谷
本　

良
彦

 

尾
﨑　

政
秋　
　

河
村　

孝
重

 

杉
本　

徳
男　
　

西
森　

睦
子

 

斎
藤　

博
人　
　

戸
梶　

昭
澄

 

尾
﨑　

政
廣　
　

西
森　

和　

 

山
中　

鶴
幸　
　

川
村　

正
仁

 

片
岡　

信
次　
　
　
　
　
　
　

◆
国
道
33
号
整
備
促
進
日
高
村
協
議
会

会　
　
　

長 

中
野　

益
隆

 

戸
梶　

昭
澄　
　

西
森　

和　

 

横
山　

泰
昌　
　

野
村　

隆
良

 

藤
岡　

和
広　
　

山
下　

忠
一

 

森　
　

泉　
　
　

柏
井　

盛
昭

 

矢
野　

政
彦　
　

松
岡　

一
宏

 

山
岡　

昭
彦　
　

藤
岡　

大
和

 

山
岡
美
智
代　
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【【  

沖
名
地
区

沖
名
地
区
防
災
防
災
訓
練
訓
練
実
施
実
施  

】】

　

11
月
15
日
㈰
沖
名
工
業
団
地
に
て
日
高
村

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
村
・
消
防
を
含
む
各
関
係

機
関
・
地
域
住
民
が
協
力
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
南
海
地
震
等
災
害
時
に
お
け
る

適
切
な
行
動
の
習
得
を
行
う
こ
と
で
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
り
、
自
主
防
災
活
動
の
推

進
や
地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
8
時
の
地
震

発
生
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
後
、
各

地
域
で
一
時
避
難
所
に
集
ま
り
、

救
護
訓
練
や
情
報
収
集
訓
練
な

ど
を
実
施
し
、
二
次
避
難
所
で

あ
る
沖
名
工
業
団
地
に
集
団
で
避

難
し
ま
し
た
。
避
難
の
際
は
、
住
民

が
負
傷
者
を
簡
易
担
架
や
車
い
す
で
搬
送

す
る
な
ど
、
住
民
相
互
が
協
力
し

あ
っ
て
の
避
難
と
な
り
ま
し
た
。

　

沖
名
工
業
団
地
で
は
、
倒

壊
家
屋
の
消
火
訓
練
・
救

急
搬
送
訓
練
・
高
知
県

防
災
ヘ
リ
「
り
ょ
う
ま
」

に
よ
る
救
助
訓
練
・
消
火

器
取
扱
訓
練
・
消
火
栓
を

使
用
し
て
の
消
火
講
習
・
救

急
法
講
習
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

仁
淀
消
防
組
合
日
高
分
署
に

よ
る
消
火
栓
を
使
用
し
て
の
消

火
講
習
で
は
、
参
加
者
が
消
防

ホ
ー
ス
を
実
際
、
手
に
取
り
圧
力

の
強
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

高
知
県
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
助
訓
練
で

は
、
吊
り
上
げ
救
助
や
ヘ
リ

ポ
ー
ト
へ
の
着
陸
・
離

陸
が
行
わ
れ
、
防
災

ヘ
リ
の
活
動
と
と

も
に
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
必
要
性
を

考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
防
災
訓

練
は
、
総
勢
246
名
の

参
加
で
、
参
加
者
一
人

ひ
と
り
が
地
域
で
の
『
防
災

･

減
災
』
を
意
識
し
、
こ
れ
か

ら
の
防
災
活
動
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
村
で
は
自
主
防
災

会
や
自
治
会
な
ど
で

の
訓
練
支
援
も
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
問
い

合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
総
務
課
（
☎
24

－

５
１
１
３
）
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

注目注目
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11／18

11／13

消防車との
綱引き

ミニ消防車
への乗車

防火パレード

防火餅つき

【【  

防
火
防
火
パ
レ
ー
ド
・

パ
レ
ー
ド
・
防
火
防
火
餅
つ
き
実
施

餅
つ
き
実
施  

】】

　

秋
の
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ
、
村
内
の

２
保
育
園
（
11
／
13　

日
下
保
育
園
、
11
／

18　

加
茂
保
育
園
）
の
園
児
た
ち
に
よ
る
防

火
パ
レ
ー
ド
・
防
火
餅
つ
き
な
ど
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
日
下
保
育
園
児
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド
で
は
、
今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
空

を
吹
き
飛
ば
す
ぐ
ら
い
の
元
気
な
声
で
「
防

火
の
ち
か
い
」
や
「
火
の
用
心
の
歌
」
が
披

露
さ
れ
、
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら
温
か
い

拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
茂
保
育
園
で
は
防
火
パ
レ
ー
ド

と
併
せ
て
、
防
火
餅
つ
き
・
消
防
車
と
の
綱

引
き
・
ミ
ニ
消
防
車
へ
の
乗
車
な
ど
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
に
楽
し
み
な
が
ら

防
火
や
火
の
用
心
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

日下保育園

加茂保育園
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11
月
29
日
㈰
、
日
高
村
総
合
運
動
公
園
周

辺
で
植
樹
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

㈳
高
知
県
森
と
緑
の
会
の
平
成
21
年
度
緑

の
募
金
公
募
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け
て
実

施
し
た
も
の
で
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
36
本
を
植

え
ま
し
た
。

　

住
民
と
企
業
、
行
政
の
協
力
で
日
下
川
調

整
池
周
辺
等
の
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
日
高
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

の
主
催
で
、
午
前
10
時
よ
り
地
元
住
民
や
子

ど
も
た
ち
18
名
が
参
加
し
、
わ
き
あ
い
あ
い

の
雰
囲
気
の
中
、
植
樹
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　去る10月４日に開催されました、県民ス
ポーツフェスティバル「軟式野球の部」に
て、日高村代表チームが準優勝しました。
　おめでとうございました。

軟式野球の部
準優勝準優勝

Village Topics

代表チームの皆様

12月２日実施献血にご協力ありがとうございました
地域名 氏　名

下　分 青木　宏文
〃 秋本　智弥
〃 黒岩　芳彦
〃 三宮　力子
〃 戸梶　忠司
〃 西森　卓也
〃 明神　理佐
〃 森下　剛充
〃 矢野千津子
〃 矢野　美香
本　郷 森下　卓也
承諾頂いた方のみ地区名、氏名を掲載しております。
次回の献血は３月９日㈫に実施いたします。ご協力よろしくお願いします。

地域名 氏　名

沖　名 澁谷　剛志
〃 森下　純男
加　茂 大川　健輔
〃 川瀬　富貴
〃 川瀬　　康
〃 藤岡　利幸
〃 藤田　　浩
〃 藤原　利彦

介護タクシー優花 市川　裕嗣
ＪＡコスモス 戸梶　義久

〃 山本　太郎

地域名 氏　名

日高村商工会 内田　知行
日高郵便局 竹本　　求
日高村役場 安部　拓大
〃 今井　明秀
〃 今井　由香
〃 川村　正仁
〃 隅田　　静
〃 田中　美妃
〃 藤岡　明仁
〃 増井　亜紀
〃 松本　直久

地域名 氏　名

日高村役場 山内　浩江
〃 山本　秀昭
いの町 広瀬　昌隆
高知市 清藤　和明
〃 萩野　達也
〃 道脇　みか
佐川町 大山　雄生
〃 細木恵美子



総務課
24－5113
住民課
24－5111
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業環境課
24－4647
健康福祉課
24－5197
24－5112
保健センター
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津出張所
24－5141
土地改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・のく・ら・し・の

情報情報
く・ら・し・の

情報

（9）　─広報ひだか１月号─

　

平
成
19
年
度
よ
り
、
水
道
料
金
を
３
か
月
分

滞
納
す
る
と
、
日
高
村
給
水
条
例
第
40
条
及
び
、

日
高
村
水
道
料
金
未
納
者
に
対
す
る
停
水
処
分

取
扱
要
項
第
３
条
に
規
定
さ
れ
る
事
務
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
納
付
書
払
い
の
方
は
、
納
付
期
限
内
に
お
支

払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
口
座
引
落
の
方
は
、
月
末
が
引
き
落
と
し
日

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
日
ま
で
に
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課　

☎ 

24

－

５
１
１
４

３
か
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

⬅⬅⬅⬅

建
設
課
水
道
係
か
ら
の

お
知
ら
せ

建設課より

給
水
停
止
ま
で
の
事
務
の
流
れ

ゴ
ミ
を

燃
や
さ
な
い
で

家
庭
の
ゴ
ミ
は
分
別
し
て

指
定
さ
れ
た
日
に
収
集
場
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い

　

ゴ
ミ
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
一

部
の
例
外
を
除
い
て
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
を
燃
や
す
と
、
悪
臭
や
煙
に
よ

る
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
で
な

く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
の
有
害
物
質

を
発
生
さ
せ
、
健
康
へ
の
影
響
も
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

21
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

家
庭
ゴ
ミ
を
野
外
焼
却
す
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
西
福
祉
保
健
所　

環
境
課

　

☎ 

０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

　

日
高
村
役
場　

産
業
環
境
課

　

☎ 

２
４

－

４
６
４
７

い
や
っ
し
〜
土
佐

「
大
人
の
水
泳
教
室
」
の
ご
案
内

　
「
い
や
っ
し
〜
土
佐
」
で
は
健
康
増
進
を
目
的
に

「
大
人
の
水
泳
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
泳
ぐ
こ
と

が
で
き
な
い
方
か
ら
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
習
得
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ま
た
、
退
職
後
の
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
に
運
動
を
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

な
ど
興
味
が
あ
る
方
は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

講師　松田俊人先生、久保睦先生、中山眞紀先生

コース 定員 日　　　時 受講料

入門　
コース 20名 平成22年1/8 ㈮～2/12 ㈮ 

毎週金曜日（全６回）
午前10 : 30～午前11 : 30

無　料
上達　
コース 10名

※別途、施設利用料が必要となります。

【参加資格】 健康で水泳に興味がある18歳以上の方
【申込方法】  申込用紙に必要事項を記入し、「いやっ

し～土佐」受付までお持ちください。
【お持ちに 水着、水泳キャップ、バスタオル
　なるもの】 ※必要に応じてゴーグル
 ※水着等の販売はありません。
【そ の 他】 ６日間参加ができる方を優先します。

詳しくは下記の申込・お問い合わせ先までご連絡ください。

申込・問い合わせ先
〒780-1111　土佐市北地2290　☎ 088-852-7618 

健康増進施設　いやっし～土佐　担当：池澤、江渕

産業環境課　　　　　より

ご参加ご参加

待ってって
ま～すま～す



佐
　
　
川
　
　
町

土　　佐　　市

い　　の　　町

1

49

2

3

4

5 6
7 8

9
10

11

12

13

14
15

16
17

18
192021

22

2324
25

26
27

2829

30 31
32 33

34
35

36
37

38

39
40

41

42

43

44

45

46

4748

な や ちん か ばし

ら ぶ

か もしょうがっこう

か もちゅうがっこう

しぶかわ こうえん

くさ かしょうがっこう
お むらじんじゃまええき

お むらじんじゃ

名越屋沈下橋

柳瀬橋
やなのせばし

のう づしょうがっこう

能津小学校

グリーンフィールゴルフ倶楽部

加茂小学校

加茂中学校

日高村総合運動公園

さる た どう

猿田洞

日下小学校 くさ か ほ いくえん

日下保育園

きりやまちゃえん

錦山カントリークラブ
にしきやま

霧山茶園

小村神社前駅

小村神社

渋川トンボ公園

能津支所
のう づ し しょ

ご

く

ひ だかむらそうごううんどうこうえん

ひだかちゅうがっこう

日高中学校

※広報１月号チラシにサイコロの作成図があります。

─広報ひだか１月号─　（10）（11）　─広報ひだか１月号─

もへいくん

平成二十二年元旦
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○写真つきカード
　運転免許証等の写真付き証明書
　印鑑（シャチハタ以外のもの）
　写真（ ６カ月以内に撮影した無帽・正面・無背景
　　　　の顔写真で、縦4.5cm×横3.5cmのもの）
○写真なしカード
　運転免許証等の写真付き証明書
　印鑑（シャチハタ以外のもの）

　また、日高村では住基カードの作成を（財）地方自治情
報センターに委託しており、申請していただいてから交
付するまでの間に最低でも１～２週間ほどかかりますの
で、余裕を持って申請してください。 お問い合わせは

日高村役場住民課（☎ 24－5111）まで

住基カードとは？
　正式名称を「住民基本台帳カード」

といい、安全性に優れた ICカードの
ことで、有効期限は10年間です。

　カードの交付を受けた後、公的個人

認証の発行手続き（500円の手数料が

必要）もすると、自宅からインターネッ

トを使って税金に関する申請・届出・

申告などにもご利用できます。

　また、「写真付き」のものは運転免

許証などと同様に、公的な身分証明書

としてご利用できます。

住基カードをつくりませんか？
　日高村では、村内に住民登録されている方に対し、平成22年１月１日から平成23年３月31日までの期
間のみ、住民基本台帳カードを無料で交付します。ご希望の方は、住民課窓口にて申請が必要です。
　住民基本台帳カードには「写真付き」のものと「写真なし」のものの２種類あり、申請時にはそれぞ
れ下記のものが必要です。

日
時　

１
月
15
日
㈮　

13
時
〜
15
時

場
所　

日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん
が
、
左
記
の
仕
事
に
つ

い
て
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
受

け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

①
国
の
仕
事

②
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
特
殊
法
人
の
仕
事

③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
仕
事

１
月
の
行
政
相
談

役場の閉庁時間が
変わります　　　

　国の人事院勧告を受けて、９月定例議会で
勤務時間を短縮する議案が可決されました。
　これにより、１月から閉庁時間が17時30分
から17時15分に変更されます。
　総務課　☎ 24－5113

１月から

総務課より

　

公
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
が

県
議
会
に
お
い
て
１
部
改
正
さ
れ
、

勤
務
時
間
を
８
時
間
か
ら
７
時
間

45
分
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
と
も
な
い
、
村
内
の
小

中
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
が
１
月

よ
り
８
時
15
分
か
ら
16
時
45
分
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会　

☎
２
４

－

５
１
１
５

日
高
写
真
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

※  

初
心
者
、
女
性
の
方
歓
迎
し

ま
す
。

※ 

持
ち
寄
っ
た
作
品
の
合
評
会
等

を
通
し
て
撮
影
や
技
法
を
初
歩

か
ら
学
ん
だ
り
、
撮
影
行
等
楽

し
い
交
流
を
持
ち
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先　

代
表　

戸
梶
昭
雄

☎ 

０
９
０

－
４
３
３
４

－

５
８
５
０

☎ 

２
４

－
７
４
６
１

文
化
推
進

サ
ー
ク
ル
伝
言
板

公
立
学
校
職
員
の

勤
務
時
間
が

変
わ
り
ま
す

お気軽に

　ご相談ください。

人権擁護委員さんによる

人権相談もあります　　
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◎ 

上
記
日
程
に
て
申
告
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
期
間
内
（
２
月

16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
）
に
行 

っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
ご
配
慮
く

だ
さ
い
。

◎ 

な
お
、
平
日
ご
都
合
の
悪
い
方

は
、
３
月
７
日
㈰
も
申
告
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

２ 

．
必
ず
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
、
所
得
金
額
か
ら
控
除
で

き
る
各
種
支
払
領
収
書
等

　
（ 

尚
、
支
払
領
収
書
等
持
参
な
き

場
合
は
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

イ 

．
社
会
保
険
料
（
国
保
税
、
国
民

年
金
等
の
支
払
領
収
書
）

ロ
．
生
命
保
険
料
等

ハ
．
地
震
保
険
料

ニ
．
損
害
保
険
料

ホ 

．
必
要
経
費
支
払
分
（
事
業
、
農

業
、
営
業
主
）

へ
．
医
療
費

◎ 
所
得
税
が
還
付
に
な
る
場
合
は
、

振
込
口
座
が
必
要
で
す
の
で
必
ず

振
込
口
座
番
号
等
を
ひ
か
え
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

３ 

．
公
的
年
金
受
給
者
の
方
は
、

平
成
21
年
分
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
（
ハ
ガ
キ
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

４ 

．
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
所
得
（
収
入
）
が

な
く
て
も
全
員
が
申
告
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

５ 

．
65
歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯

は
、
家
族
全
員
の
申
告
が
必
要

で
す
。（
介
護
保
険
料
決
定
の

た
め
）

６ 

．
次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

イ 

．
平
成
21
年
中
の
収
入
が
給
与
の

み
で
月
々
の
給
与
か
ら
所
得
税
を

天
引
き
（
源
泉
）
さ
れ
て
い
る
人
。

ロ 

．
税
務
署
へ
確
定
申
告
を
提
出
さ

れ
た
人
、
又
は
提
出
さ
れ
る
人
。

泫 　

上
記
の
日
程
に
お
い
て
都
合

に
よ
り
申
告
が
で
き
な
い
場
合

は
、
３
月
15
日
ま
で
役
場
住
民
課

で
平
常
勤
務
時
間
に
受
付
で
き
ま

す
。

　

 　

尚
、
各
地
区
、
出
張
申
告
受
付

日
に
は
、
役
場
で
の
受
け
付
け
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

１
．
申
告
日
時
・
場
所

　

村
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
県
村
民
税
及
び
国
保
税
の
申
告
の
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
左
記
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
必
要
書
類
を
持
っ
て
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
尚
、
左
記
の
６
．に
該
当
の
方
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
の
申
告
に
つ
い
て

国道33号線

サンシャイン

商工会２Ｆ

北庁舎
役　場

トイレ
車
庫

（駐車場）

プレハブ

月日（曜日） 受付時間 場　　　所
２月16日㈫

午前９時～
午後３時30分

岩目地地区ふれあいプラザ
２月18日㈭ 本郷地区多目的集会所

２月23日㈫ 日下公民館下分分館・
小村集会所

２月25日㈭ ※沖名集会所
３月２日㈫ 能津公民館
３月４日㈭

※日高村商工会議所２Ｆ３月７日㈰
３月９日㈫

※ 今年より場所が変更して
おります。

住民課より

総務課より

　

去
る
12
月
７
日
、
妹
背
の
松
岡

秀
直
さ
ん
よ
り
、
村
の
た
め
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
10
万

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
地

域
振
興
の
た
め
に
有
効
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
22
年
度　

自
衛
官
等
募
集
案
内

募
集
種
目

予
備
自
衛
官
補　
　

一　

般

技　

能

募
集
人
員

約
１
４
０
０
名

約
２
０
０
名

資　

格

18
歳
以
上　
　

34
歳
未
満
の
者

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
者

（
資
格
に
よ
り
53
歳
未
満

〜
55
歳
未
満
の
者
）

受
付
期
間

①
１
月
５
日
〜
４
月
13
日

②
７
月
21
日
〜
10
月
９
日

試
験
期
日

①
４
月
18
〜
20
日　

②
10
月
17
日
〜
19
日

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

合
格
発
表

①
５
月
22
日　

②
11
月
20
日

入（
校
）隊

教
育
訓
練
の
開
始
時
期　

22
年
７
月
以
降

待
遇
・

そ
の
他

階
級
は
指
定
し
な
い

教
育
訓
練
招
集
手
当
：
日
額
７
９
０
０
円

所
定
の
教
育
訓
練
等
を
修
了
し
た
後
予
備
自
衛
官
と

し
て
任
用

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
須
崎
地
域
事
務
所　

☎
42

－

７
１
８
６
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住民課より

廃車・名義変更等の手続き先や年税額
軽自動車等の種類 排気量等の区分 年税額（円） 手続き場所 手続きに必要なもの

原動機付自転車

原付第一種50cc以下 1,000 日高村役場　住民課
☎ 24-5111 ○ナンバープレート

○印鑑
　※ 窓口に来た方の印鑑
　　（認印可）

原付第二種乙51cc～90cc以下 1,200
原付第二種甲91cc～125cc以下 1,600
ミニカー 2,500

小型特殊自動車
農耕作業用
（トラクター、コンバイン等） 1,600

その他（フォークリフト等） 4,700
軽自動車（二輪） 126cc～250cc以下 2,400 高知県軽自動車協会

高知市長浜3106番3
☎ 088-842-4311

○ナンバープレート

○印鑑
　※ 名義変更時は新旧所
有者の印鑑

○住民票（３ケ月以内）
　※廃車手続きは
　　不要

○検査証（届出済証）

○自賠責保険証

軽自動車（三輪） 660cc以下 3,100

軽自動車
（四輪以上）

営業用乗用車（660cc以下） 5,500
自家用乗用車（660cc以下） 7,200
営業用貨物車（660cc以下） 3,000
自家用貨物車（660cc以下） 4,000

二輪小型自動車 250cc超～ 4,000

四国運輸局
高知運輸支局
高知市大津1879番地1
☎ 050-5540-2077

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
（
賦
課
期

日
）
現
在
、
日
高
村
内
に
定
置
場
が
あ
る
原
動
機

付
自
転
車
（
原
付
バ
イ
ク
）、
小
型
特
殊
自
動
車
、

軽
自
動
車
及
び
２
輪
の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
方
（
所
有
権
留
保
つ
き
売
買
の
場
合
は
使
用

者
。）
に
か
か
る
税
金
で
す
。
軽
自
動
車
税
に
は
、

普
通
自
動
車
税
の
よ
う
な
「
月
割
課
税
制
度
」
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
年
度
の
途
中
で
譲
渡
や
廃
車

を
さ
れ
て
も
税
金
の
還
付
（
払
い
戻
し
）
は
あ
り

ま
せ
ん
。
又
、
４
月
２
日
以
降
に
取
得
さ
れ
た
場

合
は
、
そ
の
年
度
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

右
記
の
よ
う
に
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有

者
に
軽
自
動
車
税
を
課
税
し
ま
す
の
で
、
次
に
該

当
す
る
方
は
、
３
月
末
日
ま
で
に
廃
車
及
び
名
義

変
更
等
の
手
続
き
を
早
め
に
左
記
の
関
係
機
関
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
付
い
た
使
用
不
能
な
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
等
を
持
っ
て
い
る
方
。

●
本
人
名
義
の
ま
ま
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等
を
他

人
に
譲
っ
た
方
。

●
バ
イ
ク
が
盗
難
に
あ
っ
た
方
。

　

盗
難
の
場
合
は
、
事
前
に
警
察
に
届
け
出
て
処

理
番
号
を
控
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
の
住
所
（
車

両
の
定
置
場
）
が
変
わ
っ
た
場
合
。

●
個
人
同
士
の
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等
の
売
買
。

　

３
月
31
日
ま
で
に
廃
車
や
名
義
変
更
等
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
手
続
き
前
の
所
有

者
（
名
義
人
）
に
引
き
続
い
て
課
税
さ
れ
、
年
税

額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

※手続き先により必要なものが異なる場合がありますので、事前に確認してください。
※ 個人で手続きができない場合は、車検を受けられている修理工場や軽自動車販売店が代行手続きを行っている場合も
ありますので、事前にお問い合わせください。

仁
淀
消
防
防
火

仁
淀
消
防
防
火

カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

仁
淀
消
防
防
火

仁
淀
消
防
防
火

カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

　

仁
淀
消
防
組
合
で
は
、管
内
（
い
の
町
・

日
高
村
）
の
小
学
校
４
年
生
の
方
よ
り
、

防
火
図
画
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の

応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
秀
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
が
、
優

秀
作
品
12
点
、
優
良
作
品
24
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
優
秀
入
賞
者
の
作
品
を
使
用
し

て
、
平
成
22
年
の
防
火
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

管
内
の
学
校
・
病
院
・
事
業
所
等
に
掲

示
い
た
し
ま
す
の
で
、
火
災
予
防
の
啓
発

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
住
民
の
皆
様
に
は
、
役
場
本
庁
支

所
等
に
置
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
数

に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

仁淀消防
より

日高村の優秀賞受賞は
日高村立日下小学校 三宮　華さん
日高村立日下小学校 竹中　遥香さん
佐川町日高村学校組合立加茂小学校

 柳瀬　信弥さん
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健康福祉課
より

平
成
平
成
2222
年
度
保
育
所
入
所
手
続
き

年
度
保
育
所
入
所
手
続
き

　
　
　
　

平
成

　
　
　
　

平
成
2222
年
１
月
４
日
〜
１
月

年
１
月
４
日
〜
１
月
3131
日
ま
で

日
ま
で

申
請
先　

役
場
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

申
請
用
紙　

役
場　
保
育
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
請
の
時
に
必
要
な
書
類

①  

給
与
所
得
者
は
、
平
成
21
年
分
の
源
泉
徴
収
票

②  

日
雇
い
、
パ
ー
ト
の
方
は
仕
事
先
の
就
労
証
明

③  

右
記
①
②
に
関
わ
ら
ず
、
平
成
21
年
１
月
２
日
以
後

に
転
入
さ
れ
た
方
は
前
住
所
地
で
平
成
21
年
度
の
住

民
税
の
課
税
証
明
を
も
ら
っ
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
基
準

　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
当
該
児
童
を
保
育

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
同
居
の
親
族

そ
の
他
の
者
が
当
該
児
童
を
保
育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

①  

昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い

る
こ
と
。

②  

昼
間
に
居
宅
内
で
当
該
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家
事

以
外
の
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。

③  
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
又
は
出
産
後
間
が
な
い
こ
と
。

④  
疾
病
に
か
か
り
、
若
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有
し
て

い
る
こ
と
。

⑤  

長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
常
態
に
あ
る
。
又
は
精
神
若

し
く
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る
こ
と
。

⑥  

震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
の
復
旧
に
当

た
っ
て
い
る
こ
と
。

⑦  

村
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
。

※ 

保
育
内
容
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
直
接
、
各
保
育
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

広
域
入
所
（
他
の
市
町
村
に
あ
る
保
育
所
へ
の
入
所
に

つ
い
て
は
、
相
手
市
町
村
と
の
協
議
が
必
要
で
す
の
で

お
早
め
に
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。（
市
町
村
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご
希

望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

※ 

村
内
い
ず
れ
の
保
育
所
で
も
混
合
保
育
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

「
来
年
学
校
に
入
る
か
ら
」「
集
団
生
活
に
な

れ
さ
せ
る
た
め
」「
近
所
に
友
達
が
い
な
い
か

ら
」「
他
の
子
が
通
っ
て
る
か
ら
」
の
理
由
で

は
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

役
場　

健
康
福
祉
課　

児
童
福
祉
係

　

☎
２
４

－

５
１
１
２

社会福祉法人 日高児童福祉協会 日下保育園
所在地 〒781-2152　高知県高岡郡日高村沖名
電話・FAX ☎ 24－5925・FAX 24－5945
定　員 120名

社会福祉法人 日高児童福祉協会 加茂保育園
所在地 〒781-2154　高知県高岡郡日高村岩目地640
電話・FAX ☎ 24－7367
定　員 45名

社会福祉法人 日高児童福祉協会 日下保育園能津分園
所在地 〒781-2164　高知県高岡郡日高村本村688
電話・FAX ☎ 24－5287
定　員 15名

消
火
器
の
廃
棄
方
法

★ 

不
用
に
な
っ
た
消
火
器
の
廃
棄

方
法

＊ 

回
収
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
に

廃
棄
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。（
有
料
に
な
り
ま
す
。）

　
　

 

腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
は
、

容
器
破
裂
の
危
険
性
が
大
き

い
の
で
、
速
や
か
に
廃
棄
処

理
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　

※ 

消
防
署
で
は
回
収
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

仁淀消防
より

＊ 
廃
棄
業
者
に
つ
い
て
は
、
電
話

帳
の
「
消
防
用
設
備
・
用
品
・

保
守
点
検
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
業
者
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。 

★ 

消
火
器
の
設
置
場
所
に
も
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

消
火
器
は
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る

場
所
や
湿
潤
な
場
所
を
避
け
て
設

置
し
、
屋
外
に
は
放
置
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

電　
　

話

消
防
本
部
予
防
係

☎ 

８
９
３

－

３
２
２
１

吾
北
分
署

☎ 

８
６
７

－

２
８
１
２

日
高
分
署

☎ 

２
４

－

５
４
１
１

　

そ
の
他
、
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

最
寄
の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
破
裂
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

古
く
な
っ
た
消
火
器
に
よ
る
事
故
が
全
国
的
に
相
次
い
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、
腐
食
や
変
形
等
の
あ
る
消
火
器
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
消
火
器
は
、
絶
対
に
自
分
で
解

体
・
放
射
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納めるように
しましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けられています。
　国民年金保険料の納付負担能力があるにもかかわらず納付しない
人に対しては、財産の差し押さえを行うこともあります。

　

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病

気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
等
に
も
年
金
が
受

給
で
き
る
よ
う
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
の

事
態
に
備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
あ

う
制
度
で
す
。

　

20
歳
に
な
る
と
、
ま
ず
年
金
手
帳
と
納
付
案
内
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。（
20
歳
の
時
点
で
お
勤
め
さ
れ
厚
生

年
金
・
共
済
組
合
等
に
既
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
や
、
そ

の
配
偶
者
と
し
て
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
ま
す
。）

そ
の
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
基
礎
年
金
番
号
は
、
年

金
を
受
給
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
会
社
に
就
職
す
る
と

き
等
一
生
涯
使
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
「
国
民
年
金
」
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
保
険
料

（
平
成
21
年
度　

月
額
１
４
、６
６
０
円
）
の
納
付
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
以
外
の
20
歳
台
の
方
に
は
、
本
人
及
び
配

偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・
国
民

年
金
担
当
窓
口
に
て
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出

が
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
り
ま
す
と
、
万
一
の
事
故
等
で
、

障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
…

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
…

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
お
よ
び
共
済
組

合
等
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所

得
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
課
税
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
社
会
保
険
庁
・
各

共
済
組
合
等
）
は
、
所
得
税
が
老
齢
年
金
等
か

ら
徴
収
さ
れ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢

年
金
等
を
受
け
て
い
る
方
全
員
に
「
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
作
成
し
、
そ
の
年
の
翌

年
１
月
31
日
ま
で
に
送
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、
平
成
21
年

中
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
支
払
総
額
、
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
た
国
保
・
介
護
保
険
料
等
の
金

額
、
源
泉
徴
収
税
額
及
び
控
除
内
容
等
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
扶
養
親
族
等

申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
方
や
、
年
金
以
外
に

給
与
等
の
所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的
年
金

等
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
方
等
は
、
税
務
署
に
確
定
申
告

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
の

際
に
は
、
こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
が
必
要
で
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
お
近
く
の
社

会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め

「
源
泉
徴
収
票
」
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
平
成

「
平
成
2121
年
分
公
的
年
金
等
の

年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

心
臓
や
肝
臓
等
の
内
臓
の
機
能
に
障
害

が
あ
る
身
体
障
害
の
内
部
障
害
に
、
新
た

に
肝
臓
機
能
障
害
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

肝
臓
機
能
障
害
の
重
症
度
分
類
の
最
重

度
の
状
態
が
３
ヶ
月
以
上
続
い
て
い
て
、

日
常
生
活
活
動
に
著
し
い
制
限
が
あ
る
人

や
肝
臓
移
植
後
に
抗
免
疫
療
法
を
受
け
て

い
る
人
が
対
象
で
す
。

　
「
肝
臓
機
能
障
害
の
認
定
基
準
」
と
「
指

定
医
師
（
抜
粋
）
一
覧
」
は
各
市
町
村
障

害
福
祉
担
当
課
、
県
庁
障
害
保
健
福
祉
課
、

各
福
祉
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。

＞

身
体
障
害
の
申
請
に
つ
い
て

＜

　

平
成
22
年
２
月
か
ら
申
請
で
き
ま
す
が
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
は
４
月
１
日
以

降
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
書
を
出
す
と
こ
ろ
は
お
住
ま
い
の

各
市
町
村
の
障
害
福
祉
担
当
課
で
す
。

＞

申
請
に
必
要
な
も
の

＜

　

申
請
書
・
印
鑑
・
指
定
医
師
の
診
断
書
・

写
真
３
枚（
縦
４
セ
ン
チ
×
横
３
セ
ン
チ
）

※ 

申
請
書
と
診
断
書
は
申
請
先
の
市
町
村

障
害
福
祉
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。

＞

問
い
合
わ
せ
先

＜

　

日
高
村
健
康
福
祉
課　

障
害
係

　

☎
２
４

－

５
１
１
２

平
成
22
年
４
月
か
ら

重
症
の
肝
臓
機
能
障
害
が

身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象

に
な
り
ま
す
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２ 月 は 日 下 小 学 校 で す

　10月25日、今年も体育館で文化祭を行いま
した。午前中は、吹奏楽部の演奏や人権作文発
表、各学級発表があり、午後はう～みさんを迎
えてのコンサートを開催しました。
　コンサートでは、う～みさんの歌とお話を聴
いて感動したり、みんなで「チェリー」を歌っ
たりしました。う～みさんの呼びかけで全校の
みんなが舞台に上がって「翼をください」を歌
う場面もあり、とても楽しいひとときを過ごせ
ました。

１年生：
日高養護学校と交流

　11月26日、１年生が日高養護学校を訪問し、中
学部のみなさんと交流しました。８つのグループに
分かれて、たこ焼きやホットケーキなどを日高養護
学校の友だちといっしょに作りました。どのグルー
プもおいしくできて、本当によかったです。
　午後は体育館でそれぞれの出し物を発表し
ました。日高中学校は、「青春の一ページ」と
「EVERYTHING」を歌いました。途中、音楽が止
まるというハプニングがありましたが、日高養護学
校の友だちの手拍子に励まされ、最後までしっかり
と歌いきりました。日高養護学校のみんなは、よさ
こいを踊ってくれました。その後、みんなで歌った
り写真を撮ったりしました。とてもいい交流ができ
ました。

「
み
ん
な
一
人
一
人
違

う
障
害
を
持
っ
て
い
た
け
ど
、
一
人

一
人
の
良
さ
が
あ
り
、
楽
し
く
交
流

で
き
ま
し
た
。
楽
し
く
調
理
が
で
き

た
し
、
み
ん
な
と
話
が
で
き
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
こ
う
い
う
機

会
が
あ
っ
た
ら
、
次
は
も
っ
と
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。
こ
の
一
日
で
、
日

高
養
護
学
校
の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
わ

か
り
ま
し
た
。
み
ん
な
と
仲
良
く
な

る
と
い
う
目
標
も
達
成
で
き
た
し
、

休
み
時
間
は
み
ん
な
と
楽
し
く
遊
べ

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。」

「
僕
ら
の
班
は
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を

作
り
ま
し
た
。
日
高
養
護
学
校
の

人
は
あ
ま
り
や
ら
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
ら
、
積
極
的
に
や
っ

て
い
て
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
日
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た

し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
僕
は
五

人
中
四
人
の
人
と
友
達
に
な
れ
ま

し
た
。
会
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
料
理
を
作
っ
て
い
る
と

自
然
に
普
通
に
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
養
護
学

校
に
行
っ
て
会
い
た

い
で
す
。」

みんなが一つになった文化祭

『う～みさんコンサート』
も開催

「
今
日
、
あ
ん
な
に
も
全
校
生
徒
が

一
つ
に
な
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て

く
れ
た
こ
と
に
、
す
ご
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。
最
初
は
感
動
す
る
曲
が
多

く
て
、
真
剣
に
聴
い
て
い
た
け
ど
、

後
半
は
す
ご
く
楽
し
く
て
、
み
ん
な

と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
て

良
か
っ
た
で
す
。
う
〜
み
さ
ん
は
い

ろ
ん
な
つ
ら
い
過
去
を
背
負
っ
て
い

る
け
ど
、
い
ろ
ん
な
人
を
元
気
に
さ

せ
る
パ
ワ
ー
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い

る
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。」

（
３
年
女
子
）

「
と
て
も
き
れ
い
な
歌

声
だ
っ
た
。
中
に
一

曲
、
も
の
す
ご
く
泣
い
て
し
ま

い
そ
う
に
な
っ
た
曲
が
あ
っ
た
。

最
初
は
前
に
出
る
の
は
恥
ず
か

し
か
っ
た
け
ど
、
一
回
前
に
出

た
ら
、
な
ん
だ
か
楽
し
く
な
っ

た
。
み
ん
な
で
歌
う
の
が
特
に

楽
し
く
な
っ
た
。
心
の
底
か
ら

熱
く
な
れ
た
。
な
ん
だ
か
歌
が

す
ご
く
好
き
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。
う
〜
み
さ
ん
に
会
え
て

良
か
っ
た
！
」（
１
年
男
子
）

日高中学校日高中学校日高中学校
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第128号　2010.１.１　日高村立図書館

11月の入館者数 683人コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信１１月

● 開館時間　午前10時～午後６時
● 休 館 日　月曜・祝日・最終日曜・年末年始
● 貸　　出　ひとり５冊まで、２週間
　 日高村本郷192　　　 20－1533
　  http://www.kochinet.ed.jp/hidaka-v/

◆ 図書館利用案内 ◆

　現在、日本国内では毎日数百冊の本が新しく出版されています。その中から当図書館にそろえられる本はごく一部
ですが、いろいろなジャンルの本を（新しいものもそうでないものも）手に取れる場所としてお気軽にご利用くださ
い。たくさん読みたいときは図書館、手元に長く置きたい本は本屋さんで。

　４月からシステムの変更を予定しており、新しい「利
用申込書」の記入をお願いしています。また、３月22
日 (月 )～ 31日 (水 )は、運用準備のため臨時休館させて
いただきますので、よろしくお願いします。詳細は館
内で案内しています。

としょかんのツボとしょかんのツボ ○3としょかんのツボとしょかんのツボ ○3としょかんのツボ ○3

図書館システム変更に伴う再登録についてのお願い

　12日のおりがみ教室では、森下節子先生に「だるま
さん・タ」と「ポインセチアのリース」を教えていた
だきました。さっそく家で飾れると喜んでもらえました。

１月の予定

１月の展示

新 着 図 書 一覧は「図書館回覧板」や教委ＨＰに掲載

９日(土) 14～15時 おはなしの森（ぷちとまと）
 15～16時 新年をあそんで楽しもう！
16日(土) 14～16時 民話と紙しばいのへや（パラソル）
31日(日) 休館（館内整理日）

「小太郎の左腕」和田竜／「チッチと子」石田衣良
「後悔と真実の色」貫井徳郎／「製鉄天使」桜庭一樹
「男おひとりさま道」上野千鶴子　　　　ほか

（一般書）「あらためまして、龍馬さん」
（児童書）「あけましてトラでしょう」

1～4日  休館

　12月４日と 11日の夜の
講座では、講師に植田省三
先生を迎え、『えすがたあ
ねさん』を読み合いました。
物語の面白さをいかに伝え
るか、皆さん真剣でした。

【読もう会主催連続講座】

　

東
部
児
童
館
で
11
月
21
日
㈯
に
、
日
下
小
学

校
の
先
生
方
々
に
も
参
加
し
て
頂
き
、
春
に
み

ん
な
で
協
力
し
て
植
え
た
お
芋
の
「
芋
掘
り
・

焼
き
芋
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
子
ど
も
た
ち
は
一
生

懸
命
大
き
な
お
芋
を
目
指
し
て
掘
っ
て
い
ま
し

た
。
大
き
な
お
芋
を
見
つ
け
た
り
、
虫
を
見
つ

け
て
は
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
楽
し
そ

う
に
お
芋
を
掘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
植
え
た
お
芋
、
自
分
た
ち
で

掘
っ
た
お
芋
で
焼
き
芋
を
作
る
と
、
美
味
し

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
み
ん
な
笑
顔
で
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　

門
田
商
店
さ
ん
か
ら
、

　

子
ど
も
用
軍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
㈭
日
下
小
学
校
２
年
生
の

皆
さ
ん
が
東
部
福
祉
館
を
訪
ね
て
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
挨
拶
の
後
、
山
中
館
長
さ

ん
か
ら
地
域
の
移
り
変
わ
り
や
地
域
の

方
々
の
仕
事
の
変
化
、
そ
し
て
友
達
や

他
人
を
思
い
や
り
大
事
に
す
る
事
の
重

大
さ
の
お
話
に
み
ん
な
真
剣
な
眼
差
し

を
し
て
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
又
、

館
長
さ
ん
の
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
を
お

聴
き
し
て
知
ら
な
い
遊
び
に
興
味
を
い

だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
を
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
谷
岡
さ
ん
手
作
り
の

竹
鉄
砲
と
竹
ト
ン
ボ
を
贈
ら
れ
て
さ
っ

そ
く
広
場
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

谷
岡
さ
ん
、

　

手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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池野いちび選

中
村　

梅
子

薙
が
れ
た
る
草
乾
く
音
堤
小
春

刈
り
の
こ
る
水
辺
の
草
に
笹
鳴
け
る

中
山　

美
根

猫
の
四
肢
裏
を
見
せ
を
り
冬
日
向

北
風
は
寄
ら
ず
に
過
ぎ
る
日
向
ぼ
こ

浜
田　

博
子

小
春
日
を
背
に
囲
碁
の
座
の
静
ま
れ
る

小
春
日
や
橋
に
寄
る
鯉
見
て
飽
か
ず

濱
田　
　

幸

小
春
日
や
手
足
の
爪
を
ね
ん
に
切
る

小
春
日
や
赤
き
と
ん
ぼ
が
来
て
遊
ぶ

橋
詰
登
志
子

富
士
山
を
型
ど
り
登
る
菊
花
展

猫
の
子
を
付
き
廻
ら
せ
て
小
春
か
な

岩
村　

さ
と

大
空
の
星
を
隠
し
た
冬
の
月

カ
レ
ン
ダ
ー
日
々
を
メ
モ
し
て
師
走
か
な

片
岡　

幸
枝

薮
虱
取
り
つ
つ
今
日
を
ふ
り
返
る

金
鈴
子
一
粒
ず
つ
の
得
し
日
差
し北

添　

正
子

小
春
日
に
友
と
語
ら
ふ
田
舎
道

庭
先
に
黒
豆
は
じ
く
小
春
か
な

川
瀨　

晴
恵

鶏
小
屋
の
前
で
い
つ
も
の
鳩
小
春

人
並
に
行
け
ぬ
足
な
り
紅
葉
狩

池
野
い
ち
び

単
行
本
読
み
つ
つ
バ
ス
を
待
つ
小
春

薬
缶
酒
ふ
る
ま
ふ
役
の
里
祭

柏
井　

皓
子

○
切
り
立
て
る
山
の
麓
の
冬
紅
葉

　

 　

紅
葉
は
、
霜
に
あ
た
っ
た
り
す
る
と
、
ま

す
ま
す
そ
の
色
を
増
し
て
真
っ
赤
に
な
る
。

　

切
っ
た
よ
う
に
鋭
く
そ
び
え
立
つ
山
の

麓
の
紅
葉
が
冬
日
を
浴
び
て
燃
え
て
い
る

の
は
と
て
も
美
し
い
。

　

伊
野
部
哲
也

○
直な

ほ
ら
ひ会
の
盛
り
上
が
り
た
る
神
の
留
守

　

陰
暦
十
月
は
、
全
国
の
神
々
が
、
出
雲

へ
旅
立
つ
の
で
、
神
社
は
ど
こ
も
〝
神か

み

の

留る

す守
〞
に
な
る
と
い
い
、
こ
の
月
を
神か

ん

無な

月づ
き

と
い
う
。

　

神
の
い
な
い
神
社
で
、
氏
子
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
酒
盛
り
に
気
勢
を
あ
げ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
こ
の
句
の
お
も
し
ろ
み
が
あ

る
。

　
　

　

駒
木　

基
克

柵
越
え
て
牛
の
貌
出
す
小
春
か
な

炙
り
た
る
潤
目
鰯
を
背
よ
り
裂
く島

田　
　

瞳

象
に
乗
り
川
を
渡
り
て
冬
の
旅

鳥
影
の
ゆ
く
て
も
晴
れ
て
小
春
か
な

鎮
西　

美
緒

心
身
の
か
る
き
小
春
よ
彼
と
行
く

大
根
の
太
き
に
声
を
か
け
て
引
く南

部
記
代
子

冬
空
に
歩
行
器
で
行
く
友
の
家

か
じ
を
蒸
す
真
っ
直
ぐ
上
る
白
い
ゆ
げ

マーク  日記
　能津小学校の授業に行く道中が好きながよ。小さ
いときに遊んだ近くの山を思い出すき。ようようお
気に入りの場所を見つけて写真が撮れたちや。その
中の一枚をみんなあに見せちゃるぞネ。
　寒うなってきたね。日本の冬といえば、やっぱり
こたつとみかんでね。僕もこたつを出してみかんを
食べゆう。これが最高！
　…けんど本当は早うぬくうなって外で散歩した
り、アウトドアができることを楽しみにしちゅうが
やき。 （土佐弁バージョン）

能津の山道がいいねえ！

I love driving to teach class at Nozu Elementary.  It reminds me of the mountain I grew up near.  I finally stopped at the little look-out post and took some pictures.  This is one of them.  I’m enjoying the kotatsu and mikans that come with cold weather in Japan, but I’m looking forward to warm weather again so I can start hiking and enjoying the outdoors more.

俳
句
教
室
コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
秋
深
し
父
の
写
真
は
セ
ピ
ア
色

山
中　

芳
子

　

写
真
を
見
な
が
ら
亡な

き
父
を
偲
ん
で
い
ま

す
。
セ
ピ
ア
と
は
、
黒
み
を
お
び
た
茶
色
の
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
の
写
真
は
、
相
当
の
年
月
が

た
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

父
は
、
作
者
が
九
歳
の
時
に
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

○
文
化
祭
着
飾
る
み
こ
の
舞
台
裏

野
村　

近
子

　

十
一
月
三
日　

文
化
の
日
の
文
化
祭
。
舞
台

裏
で
の
化
粧
や
着
付
け
で
す
。
出
番
を
ひ
か
え

て
緊
張
す
る
本
人
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
手
伝
う

裏
方
さ
ん
も
大
忙
し
で
す
。

 

谷
岡　

葉
子

風
に
の
り
木
犀
に
ほ
ふ
さ
ん
ぽ
道

秋
ふ
か
し
烏
な
き
な
き
え
さ
さ
が
し

山
中　

静
江

朝
夕
の
風
の
流
れ
や
秋
深
む

渓
谷
や
紅
葉
な
が
む
る
橋
の
上

寺
田　

信
子

秋
遍
路
肩
に
く
ひ
こ
む
徒
歩
の
行

秋
桜
見
渡
す
か
ぎ
り
人
の
波

山
本
眞
知
子

大
空
を
ゆ
つ
く
り
流
る
後
の
月

秋
高
く
茶
も
ま
た
う
ま
し
俳
句
会

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
‼

初
心
者
も
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
。

俳句教室

次
回
予
定　

平
成
22
年
１
月
13
日
㈬

兼
題
「
年
賀
状
」
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で約1,000名のラ
ン
ナ
ー
が
日
高
村
に
集
ま
り
ま
し
た
！

で約1,000名のラ
ン
ナ
ー
が
日
高
村
に
集
ま
り
ま
し
た
！

※順不同・敬称略。

　ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

日高村の交通事故
発生状況

平成21年１～11月分（11月）
人身事故　　32件（１件）
死　　者　　０名（０名）
傷　　者　　39名（１名）

日高村の人口

11月末現在
（前月比）

世帯数 　 2,486戸（±０戸）
人　口 　 5,827人（－７人）
　　　 男 2,750人（±０人）
　　　 女 3,077人（－７人）

Village NowVillage Now
お誕生おめでとうございますお誕生おめでとうございます

氏名 享年（満） 自治会

須内　春清 82歳 井峯

山本　倫華　女　お誕生日　12月３日

　　保護者　銀二　　　自治会　日高東団地

朝早くからたくさんのランナーが
集まりました。

ひだか茂平マラソン
実行委員会事務局
☎24－5115
大会公式ホームページ：http://www.kochinet.ed.jp/hidaka-v/index1.html

たくさんの方々のご参加・ご
協力・ご声援・ご協賛、誠に
ありがとうございました。

　11月22日㈰、本年も総合運動公園をメイン会場とし
て『ひだか茂平マラソン2009（第27回日高村健康マラ
ソン大会）』が実施されました。昨年の約600名を大き
く超える1,000名以上のランナーの申込みがあり、県内
のみならず県外からも多くのランナーが村内へと足を運
ばれました。
　『ひだか茂平マラソン』と銘打って今回で３年目とな
り、キャラクターの“もへいくん”とともに県内外に認
知度が高まっていることを改めて感じました。今年は従
来のコースを見直すととともに、誰もが体を動かすこと
を気軽にできるよう新たに「ウォーキングの部」を設け
ました。また、「トマトパスタ早食い競争」や「楽団演
奏会」も実施し、大会を最後まで盛り上げました。
　心配されていた天候も、幸い大会運営に支障が出るほ
どには至らず、無事大会を終えることができました。本
年も大会運営にご協力いただきましたボランティアの
方々を始め、沿道で応援していただきました皆様方、ご
協賛いただきました企業・団体様、本当にありがとうご
ざいました。そして、参加していただいたランナーの皆
様、お疲れ様でした。今後とも皆様のご理解・ご協力の
ほど、よろしくお願いします。

猿田洞前の
折り返しでは
茂平が！

子どもたちも
元気にゴール！

観る方々も
白熱した
トマトパスタ
早食い競争！

もへいくん

吹奏楽団による
演奏会も開催！

ウォーキングの部では
酒蔵コンサートを堪能！


